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第１章 総 則 

１－１ 避難所の目的 

被災した市民の安全確保と生活再建を始めるまでの一時的居住施設として開設・提供し

ます。なお、本マニュアルにおける避難所とは、市が指定する指定避難所及び福祉避難所

のことをいいます。 

※ 新型コロナウイルス等の感染症流行下における避難所開設については、別紙「新型

コロナウイルス感染症対策を踏まえた避難所開設フロー」を参照。 

 

１－２ 避難所等の種別 

避難所は地震や風水害から安全を確保し、また、住宅等が被災した市民等が一時的な避

難生活を送るための施設で、市立小中学校※１、共生交流プラザ※２及び豊明高校の１３箇所

を指定しています。 

また、避難所以外の避難施設として以下のものがあります。※１ 沓掛中学校は浸水想

定区域内にあるため、風水害時には使用しません。 

※２ 共生交流プラザにおける避難所開設については、本マニュアルに加え、「指定管理

者災害対応マニュアル」を参照。 

 

（１）広域避難場所 

地震等に伴う延焼火災から安全を確保するスペースで、名古屋短期大学グラウンド、中

京競馬場の一部、勅使グラウンド一帯を指定しています。 

 

（２）一時避難場所 

広域避難場所や避難所へ移動する前に一時的に集合し、また、災害の様子をみるスペー

スで、学校のグラウンドや近くの公園などを指しています。 

 

（３）要配慮者専用避難所（福祉避難所） 

避難所での避難生活が困難で、専門的な介助が必要な要介護高齢者や障がい者が避難生

活を送るための施設で、災害協定を締結した社会福祉施設（豊明苑、ゆたか苑、メイツな

ど）を指定しています。 

 

（４）要配慮者優先避難所（福祉避難所） 

避難所での避難生活が困難な要介護高齢者や障がい者が避難生活を送るための施設で、

市立保育園、福祉体育館を指定しています。 
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１－３ 避難所の開設・運営の実施主体 

（１）市職員 

避難所の開設及び初期運営は、避難所ごとにあらかじめ指名された避難所開設職員が行

います。 

避難所開設職員は、市内で震度５強以上を観測した場合、指定された避難所へ自主参集

（指示を待たずに速やかに出向すること）し、同じく自主参集する学校教職員と協力して

避難所の開設や初期運営にあたります。 

初期運営の後は、市災害対策本部が市の全職員を対象としたローテーション方式による

避難所運営職員派遣計画を策定し、避難所運営にあたることとなります。 

 

（２）学校教職員 

避難所となる市立小中学校及び豊明高校の教職員は、震度５強以上を観測した場合、施

設の鍵を持参して参集し、市職員（避難所開設職員）と協力して避難所の開設、初期運営

等を行います。 

また、次の係で編成する学校防災組織を編成し、児童・生徒の安全を確保しつつ避難所

の開設・運営にあたります。 

 

係 役 割 

地域防災拠点運営支援係 ○市災害対策本部との窓口となり、避難所開設の準備を市

職員とともに実施する。 

 

搬出係 ○重要書類等の非常搬出をする。 

 

巡視係 ○校内の安全確保、二次災害防止、被災状況の把握を行う。 

 

誘導係 ○児童・生徒の不安に対する対処、安全確保を行う。 

※少人数で全体が見渡せるように、児童生徒のそばにい

て勝手な行動をとらないよう指示する。 

※児童を迎えにきた保護者の対応と、帰宅した児童生徒

の名簿作成を実施する。 

連絡係 ○関係機関との連絡、情報収集、保護者対応を行う。 

 

消火係 ○学校施設内の火災を消火及び物資配布の協力を行う。 

 

救護係 ○救護所の設置及び負傷者等の応急処置を行う。 
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（３）避難所運営委員会 

避難所を効果的に運営するため、市職員、学校教職員、避難者の代表者で構成する避難

所運営委員会を組織します。 

また、避難所運営委員会の下に次の班を編成し、避難者による自治運営体制を確立しま

す。なお、災害初期は３班編成の臨時避難所運営委員会を、その後は７班編成の避難所運

営委員会を組織します。 

 

臨時避難所運営委員会 避難所運営委員会 

班 役 割 班 役 割 

総務班 ・避難所全般のとりまとめ 

・市災害対策本部との連絡 

・避難者名簿の作成・更新 

・災害・インフラ等関係情報の受

付と貼り紙等による伝達 

・避難者への問い合わせ等の対応 

・生活・医療関係情報の受付と貼

り紙等による伝達 

・避難所でのルールの設定（掲示） 

 

名簿班 ・避難者名簿の作成・更新 

・災害・インフラ等関係情報の受

付と貼り紙等による伝達 

連絡・広報班 ・避難者への問い合わせ等の対応 

・生活・医療関係情報の受付と貼

り紙等による伝達 

総務班 ・避難所運営業務全般のとりまと

め 

・災害対策本部との連絡 

・避難所でのルールの設定（掲示） 

・マスコミへの対応 

食料班 ・避難所食料の配給（ハソリを使

用した温食の準備） 

・不足食料の要請 

・避難所生活物資の配給 

・不足物資の要請 

食料班 ・避難所食料の配給（ハソリを使

用した温食の準備） 

・不足食料の要請 

物資班 ・避難所生活物資の配給 

・不足物資の要請 

救護班 ・傷病者への対応 

・要配慮者への支援 

・簡易トイレやマンホールトイレ

の設置など衛生環境の整備 

・子どもたちへの対応 

・発動発電機、照明器具等の設置、

運転 

救護班 ・傷病者への対応 

・要配慮者への支援 

衛生班 ・簡易トイレやマンホールトイレ

の設置など衛生環境の整備 

・子どもたちへの対応 

・発動発電機、照明器具等の設置、

運転 
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１－４ 避難所運営の流れ 

１－４－１ 地震編 

避難所運営においては、災害発生直後の初動期から避難所での様々な応急対策を展開すべき

展開期や、避難所の混乱が少なくなった安定期、そして避難所閉鎖に向けた撤収期の４つの

期間をいいます。 
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（１）初動期（災害発生当日） 

初動期とは、災害発生直後の混乱状態の中で避難所を開設・運営する期間で、市職員及

び教職員は次の役割を担います。 

·施設の安全確認 

·施設の解錠 

·放送設備等の点検 

·市災害対策本部への連絡 

·避難者の受入れ、名簿登録 

·避難者のとりまとめ（「避難者組」の設置） 

·臨時避難所運営委員会の設置 

·毛布・食料などの管理・配給 

·負傷者等への対応 

 

（２）展開期（２日目～１週間程度） 

展開期とは、避難者にとって、避難所での仕組みや規則に従った日常性を確立する時期

です。 

①市職員・教職員の主な役割 

·避難所運営委員会の設置 

·「避難者組」の再編 

② 避難所運営委員会の主な役割 

·委員会の構成員の決定（正副会長・班長） 

·運営委員会の開設及び協議 

·各運営班の設置、班員の編成 

 

（３）安定期（１週間目以降） 

安定期とは、毎日の生活に落ち着きが戻り、長期化に伴って被災者の心身の抵抗力が低

下する時です。また、被災者のニーズが多様化する時でもあり、柔軟な対応が必要です。 

③ 市職員・教職員の役割 

·避難所運営委員会への助言 

·食料・物資の受け入れ、管理 

④ 避難所運営委員会の役割 

·運営ルール、方法等の協議 

·定例会議の開催 

·班員の交替・編成 

·食料・物資の配分等 

 

（４）撤収期（ライフライン回復時） 

撤収期とは、周辺のライフライン機能が回復し、その地域の本来の生活が再開可能にな

るため避難所生活の必要性がなくなる期間です。そのため、住居を失くした人には、長期

受入施設、避難所の段階的集約に伴い避難所施設の本来業務（学校業務）の再開に向けて
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の必要な業務を行う期間です。 

⑤ 市職員の役割 

·避難所の集約・閉鎖に伴う避難者への撤収の働きかけ 

⑥ 避難所運営委員会の役割 

·運営委員会の縮小・廃止 

⑦ 教職員の役割 

·閉鎖後の正常業務体制への移行準備 
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１－４－２ 風水害編 

 風水害は、台風や豪雨等発生することを事前に予測できる場合が多く、かつ、その勢力や

被害が軽微なものに留まることが多いため、常に大規模な地震災害が発生した場合と同様に

避難所運営を実施することは適当ではありません。したがって、軽微な風水害に対しては、

避難所運営の流れを以下の（１）から（４）の順のとおりとします。 

 なお、大規模な対策が必要となる場合や、避難所運営が長期化する場合等においては、地

震編に準じて避難所運営を実施することとし、その判断は市災害対策本部が決定するものと

します。 

 

（１）警戒・準備期 

  警戒・準備期は、風水害が数日以内に発生するおそれがあると予測された段階から避難

情報（高齢者等避難、避難指示等）が発表されるまでの期間で、避難所を開設するための

事前の準備期間を指します。 

この段階では、市民から自主避難をしたいという要望が寄せられることが予想されますが、

これを受けて避難所を直ちに開設することはせず、どの施設をどのタイミングで自主避難

のための避難所として開設するか、また誰を避難所の施設管理者及び開設職員として派遣

するかは市災害対策本部員会議等が随時決定します。 

 

（２）初動期 

  初動期は、市災害対策本部長（市長）の判断により避難情報が発表されてから、避難所

を開設して避難者の受入れ体制を整える期間です。開設は、避難所開設職員が主体的に実

施し、施設管理者である教職員と連携して以下の業務を実施します。 

 ・施設の解錠 

 ・施設の安全確認 

 ・設備等の確認、防災・備蓄倉庫の確認（防災行政無線、スーツケースの持出し） 

 ・市災害対策本部への連絡 

 ・避難者の受入れ、避難者名簿の作成 

 ・毛布、食料などの管理及び配給 

 

（３）安定期 

  安定期は、避難者の受入れを随時行いつつ、台風や豪雨等が収束するのを待つ期間です。 

 軽微な風水害の場合は、避難所運営の期間が短く、避難者数も比較的少数であるため、避

難所運営委員会は設置せず、避難者組も編成しません。そのため、区長や自主防災組織理

事等の地域役員には、避難所を開設した旨を連絡しますが、避難所へ出向することは依頼

せず、避難所において何らかの役割を担っていただくようお願いすることもありません。 

 

（４）撤収期 

  撤収期は、避難情報が解除され、避難所の閉鎖準備を行いながら避難者へ帰宅するよう

働きかける期間です。 
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第２章 避難所運営の基本方針 

 

 

 

 

 

·災害発生直後は、生命の安全確保と安全な避難場所の提供を行います。 

·災害がおさまって、家屋の被害や電気、水、ガスなどのライフラインの機能低下により

生活が困難になったときは、避難所において最低限度ですが、住宅被災者も含めて、

生活支援を行います。 

·避難所で提供する生活支援の主な内容は、以下の４つです。 

ア 生活場所の提供（原則として、体育館を使用（体育館内の観覧席、猫脚部は使用

不可）、ただし、やむ得ない理由（妊婦・疾病等）により体育館においての生活が

困難な避難者は、避難所運営委員会において協議の上、保健室等体育館以外の施設

の使用にも対応する。） 

※車中泊や建物の外でテント生活をしている人がいたら、様式２１のリーフレット

を配布等してエコノミークラス症候群などへの注意を呼びかける。 

イ 水、食料、物資の提供 

ウ トイレなどの衛生的環境の提供 

エ 生活情報、再建情報の提供 

·生活支援に必要な物資などの数量を把握するため、避難者（避難所、在宅等）を登録し

ます。 

·避難所においても、プライバシーが確保できるように努めます。 

·避難者への生活支援は、公平に行うことを原則とします。ただし、要配慮者については、

個別に対応します。 

 

 

 

 

·避難者が自主的に避難所を運営するために、避難者の代表者、市職員、学校職員で構成

する避難所運営委員会を設置し、運営に関わる事項を協議、決定します。 

·避難所の秩序を維持するため、避難所でのルールを作成し、普及します。その内容は【4-2

避難所でのルール】のとおりです。 

·避難所の運営が特定の人々に過重な負担とならないように、市職員、学校職員を含めて、

できるだけ交替や当番などにより対応することとします。 

·避難者は、「避難者組」を組織して、避難所運営業務の当番などに参加していただきま

す。 

·避難所施設内（グラウンド等）において、車中泊及びテント等を利用した屋外避難者は、

ブロック（１０世帯程度）を区切って「避難者組」を組織し、避難所運営業務の当番

（１）発災後に開設する避難所は、地域の人々の安全を確保し、生活再建を始

めるための地域の防災拠点として機能することをめざします。 

（２）避難所では、避難者の自主・自立を原則とします。 
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などに参加していただきます。 

 

 

 

 

·避難所からの報告に基づき、食料、物資などを調達して各避難所に供給します。 

·福祉部門の職員、衛生部門の職員などを避難所に派遣して、心身の健康管理、衛生管理

を支援します。 

·在宅避難者に対しても、これらの支援を行います。 

 

 

 

 

 

･住宅（家屋）を失くした人に対しては、避難所閉鎖後は長期受入れ施設（応急仮設住宅

等）で対処します。 

（４）避難所は、地域のライフライン等が復旧する頃まで設置し、復旧後速や

かに閉鎖します。 

（３）市災害対策本部は、避難所の後方支援を行います。 



 

[10] 

 

第３章 業務の全体像と実施手順 

 

３－１ 業務の全体像 

 

（１）初動期 

 

 

 

 

·避難所に参集した市職員及び学校教職員は、このマニュアルに基づく業務を行います。 

·各業務の実施にあたっては、二人一組で実施する体制を原則とします。 

·すべての業務を実施できない場合は、人命に関わるものを優先して実施します。 

 

 

初動期における避難所の開設、運営の責任者は原則として市職員です。 

市職員が不在で、かつ緊急の場合は、学校職員がその役割を補完します。 
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３－２ 業務の実施手順 

３－２－１ 初動期（地震発生直後） 

 

（１）地震発生直後から１時間前後 

 

項目 市職員 学校職員 

大 地 震 が 突 発

し た 場 合 の 配

備 

○震度４…警戒第１配備 

※被害が発生している場合は、警

戒第２配備とする。 

○震度５弱…警戒第３配備 

○震度５強…非常第１配備 

○震度６以上…非常第２配備（全

職員） 

 

○震度５強以上の場合、非常配備

職員（校長、教頭、校務主任及

び教務主任等）は、直ちに学校

に参集し、校門を解錠する。 

 

 

※避難所開設職員は、震度５強以上の場合、直ちに指定避難所へ参集す

る。 

※校門を施錠してある学校があるので、中に入る時は注意する。 

一 時 避 難 場 所

の安全確認等 

○避難者がいる場合は、グラウン

ド内の安全な場所へ地区別に誘

導する。 

 

○負傷者がいる場合は、保健担当

教師の協力を得て、応急救護を

行う。 

 

○また、重傷者がいる場合は、救

急車の要請を行い、軽傷者等は

近くの医療救護所を案内する。 

※医療救護所の設置状況は、市災

害対策本部に確認する。 

 

－ 

○車中泊エリアの区分けを行う。 

※自家用車の乗り入れについては、グラウンド内の避難者の安全を確保

したうえで行う。 
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項目 市職員 学校職員 

○必要に応じて、テントを設営する。 

※避難者がいる場合は、協力をお願いする。 

 

○屋外テント等に受付を設置し、避難者名簿を作成する。 

※テントに受付場所を設置し、世帯ごとに記載してもらう。 

※また、町内又はあいうえお順に整理、保管することで、問合せへの対

応を容易にする。 

 

準備活動 ○学校職員（教頭、校務主任等）と次の準備を行う。 

・本マニュアルに基づく任務分担の確認 

・使用禁止・危険箇所等の確認（張り紙掲示等を教職員に依頼） 

・避難所事務室の設置（机、筆記用具等を用意） 

・簡易トイレ設置場所及び汚物集積場・ごみ集積場・ペット用の場所の

設定 

 

○ヘルメット、腕章を着用し、ハンドマイクを用意する。 

 

○防災行政無線機（職員室に設置）を携行する。また、市警戒本部と通

話テストを行う。 

※本部の番号（100 番）を押し、通話ボタン 

 

学 校 施 設 の 被

害状況確認 

○巡視係から、学校施設の被害状

況調査結果を収集する。 

 

【巡視係】 

○学校施設の被害状況を調査す

る。 

・各施設の被害状況チェックリス

ト作成 

・電話・電気・水道・トイレ・放

送設備の調査 

・ガス・発火物等火元調査 

・転倒危険物の調査 

・保健室の被害状況調査 

・受水槽の水漏れ等の調査 
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項目 市職員 学校職員 

学 校 施 設 の 安

全対策等 

 

－ 

【巡視係】 

○校内施設等の被害状況調査を踏

まえ、安全対策・応急措置を行

う。 

・落下・倒壊の可能性など危険箇

所等は立入禁止の掲示 

・破損・ひび割れガラス等はテー

プ・段ボールで補修 

・学校機能施設の確保及び薬品等

設置施設の立入禁止措置（職員

室・理科室・応急教室等） 

・点検済みの表示をする。 

 

トイレ等設置 ○簡易トイレ・汚物集積場を設置する。 

・屋外トイレが使用できる場合（下水道が使用できる場合）は利用可と

する。 

・簡易トイレは、使用者が汚物を集積場へ処分する。 

 

市 災 害 対 策 本

部への連絡 

○防災行政無線機等を使用して、

施設や避難者などの状況を、市

災害対策本部に連絡する。 

 

－ 
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（２）地震発生から１～２時間 

 

項目 市職員 学校職員 

受入準備 ○避難所の再安全チェックをし、

受け入れ準備を進める。 

・要配慮者優先の区割り（暖かい・

トイレに近いなど） 

・地区別（区・町内会単位）区割

り 

・避難所事務室の確保 

・通路・居住スペースなどを床面

に色テープ・掲示板などで示す 

・居住区にブルーシートを張る。 

・屋外テント等に受付（避難者名

簿記載場所）を設置 

・上履き（体育館用スリッパ）が

ある場合は準備 

 

○学校施設の安全が確認された

後、市職員に協力する。 

 

【支援係】 

○市職員とともに、避難所の運営

に協力する。 

 

 

【注意事項】 

○様式１「避難所施設被害状況チェックリスト」による安全確認の結果「使

用不可」あるいは「使用注意」の部屋には、避難者を避難させない。 

○結果が「使用注意」の時は、応急危険度判定士の派遣を市災害対策本部に

要請する。 

 

その他 

－ 

【搬出係】 

○重要書類を搬送する。 

 

【救護係】 

○救護スペースの設置及び負傷者

の応急対応を行う。 
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（３）地震発生から２～３時間 

 

項目 市職員 学校職員 

避 難 所 へ の 受

け入れ 

 

○避難所（体育館・教室等）への誘導準備をする。 

・避難所内は地区ごとに居住スペースを指定する。 

※区別プラカード又は張り紙で掲示 

 

・区及び各町内会・自主防災会の役員をハンドマイクで、別の場所（受

付テント前など）に集合させ、今後の予定・手順等を説明し、協力を

要請。 

 

【注意事項】 

・避難所の入室順序等 

※要配慮者は専用スペースへ優先して案内する。その他の避難者は、町

内会別の区割りスペースへ案内し、情報伝達、物資の受け渡しなどの

便宜を図る。 

・避難者名簿に必ず記載したかを確認。（未記入の場合は、避難所入り口で

記載）⇒物資の支給数の基礎となるため。 

・土足・ペット・喫煙・火気の持ち込み・他人の迷惑物は搬入禁止。 

 

臨 時 避 難 所 運

営 委 員 会 の 設

置 

○全員入室後「臨時避難所運営委

員会」を設置する。 

 

○「臨時避難所運営委員会」の会

長は各学校長が務める。 
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項目 市職員 学校職員 

・避難所班長を避難所事務室に招集し、協力を要請する。 

・腕章を配布する。 

・「救護班」「総務班」「食料班」に分ける。 

【救護班】～負傷者への応急対応・要配慮者の援助・衛生管理・簡易ト

イレの設置管理・汚物集積場・ごみ集積場・ペット用の場所の掲示設

営 

【総務班】～避難所内の連絡調整・名簿の管理・追加作成・呼び出し・

情報管理提供 

【食料班】～配布物（毛布・水・食料）の準備・配給、発電機・投光器

等の準備 

 

○原則として町内会ごとに 10 世帯程度の「組」を設置する。ただし、

避難者数や避難状況に応じて円滑な避難所運営に資するため必要な

ときは、変則的に「組」を設置することができる。その判断は（臨時）

避難所運営委員会が協議により決定する。 

○「組長」を選任する。 

※組長の業務－情報連絡、食料・生活物資の配布など。 

 

○本部へ避難者数・その他の状況を報告する。 

○本部へ、水、不足物資等の供給を要請する。 

  

○FAX 機（職員室）が利用可能な場合（停電の場合の発電機利用を含む）

は、避難者名簿をすべて送信する。 

○FAX 機が不能の場合は、スマートフォン等で名簿を撮影し、データを

本部へ送る。 
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（４）地震発生から３～５時間 

 

項目 市職員 学校職員 

食料等の配布 

（食料班） 

 

○クラッカー等簡易な食料・毛布を備蓄倉庫から出し、配布する。 

 

◆水・食料・毛布等の配布 

・毛布は、１人２枚までを「組長」を通じて配布 

・不足する可能性がある場合は、自宅等から布団を持参した者は、１枚

となるよう協力を求める。 

 

◆簡易食料（１人１袋）・水（１本）を「組長」を通じて配布 

・物資の配給は公平性が確保できない場合には、全員に配給できるよう

になるまではしない。 

・ただし、高齢者・障がい者・子ども等（要配慮者）についてはこの限

りでない。 

 

広報 

 

 

○避難所が設置されたことについ

て、ハンドマイク等を使用して

地域の住民に広報する。 

※本部より広報車で巡回予定 

 

－ 
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（５）地震発生から５時間～当日中 

 

項目 市職員 学校職員 

避 難 所 運 営 委

員会の発足 

○区役員等を主体とした避難所運

営委員会を発足させる。 

 

○臨時避難所運営委員（避難所班

長）を避難所事務室に招集して、

再編成する。 

 

 

○区役員等を主体とした避難所運

営委員会が設置された後、それ

ぞれの業務を終了した教職員は

校長の指示に従う。 

 

○校長は翌日からの学校運営につ

いての決定をする 

 

※学校運営については、教育委員

会と協議する。 

 

ルールの掲示 ○避難所でのルールを決定し、目

立つ場所に掲示する。 

 

※避難者の就寝前に、組長に避難

所でのルールを掲示し、避難者

が遵守するよう協力を求める。 

 

－ 

夜回り巡回 ○学校・避難所内（体育館・教室

等）の夜回りを実施する。 

 

－ 
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３－２－２ 避難所運営委員会設置までのフローチャート（初動期） 

 

（１）勤務時間内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［備考］ 

１ 臨時避難所運営委員会は教師（学校防災組織からの移行者をいう）が中心となって、

避難者からの協力を得て班を形成する。 

２ 臨時避難所運営委員会の構成員として、町内会自主防災会会員の協力を得る。 

３ 学校防災組織における搬出係、巡視係は、臨時避難所運営委員会の各班への応援に移

行させるのか単独で係を継続するのかを校長が判断する。 
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（２）勤務時間外 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［備考］ 

１ 臨時避難所運営委員会から避難所運営委員会へ移行した時点から、市職員と教職員は、

後方支援にまわる。 

２ 臨時避難所運営委員会の会長は各学校長が務めるが、避難所運営委員会へ移行した時

点で、会長は会長担当区の区長等が務める。 
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３－２－３各班の主な役割分担 

（１）臨時避難所運営委員会 

臨時避難所運営委員会 主な役割分担 

総務班 

・避難所全般のとりまとめ 

・市災害対策本部との連絡 

・避難者名簿の作成・更新 

・災害・インフラ等関係情報の受付と貼り紙等による伝達 

・避難者への問い合わせ等の対応 

・生活・医療関係情報の受付と貼り紙等による伝達 

・避難所でのルールの設定（掲示） 

食料班 

・避難所食料の配給（ハソリを使用した温食の準備） 

・不足食料の要請 

・避難所生活物資の配給 

・不足物資の要請 

救護班 

・傷病者への対応 

・要配慮者への支援 

・仮設トイレの設置など衛生環境の整備 

・子どもたちへの対応 

・発動発電機、照明器具等の設置、運転 
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（２）避難所運営委員会 

臨時避難所 

運営委員会 
避難所運営委員会 主な役割分担 

総務班 

名簿班 

・避難者名簿の作成・更新 

・災害・インフラ等関係情報の受付と貼り紙等

による伝達 

連絡・広報班 

・避難者への問い合わせ等の対応 

・生活・医療関係情報の受付と貼り紙等による

伝達 

総務班 

・避難所運営業務全般のとりまとめ 

・市災害対策本部との連絡 

・避難所でのルールの設定（掲示） 

・マスコミへの対応 

食料班 

食料班 

・避難所食料の配給（ハソリを使用した温食の

準備） 

・不足食料の要請 

物資班 
・避難所生活物資の配給 

・不足物資の要請 

救護班 

救護班 
・傷病者への対応 

・要配慮者への支援 

衛生班 

・仮設トイレの設置など衛生環境の整備 

・子どもたちへの対応 

・発動発電機、照明器具等の設置、運転 
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３－２－４ 避難所運営委員会 

 

１ 避難所運営委員会の構成は、会長・副会長を頂点として、避難所で具体的な業務を運

営する班の代表者（班長）と市職員及び施設管理者（教職員）で構成される。 

 

２ 会長、副会長は原則、区長、副区長、自主防災組織連合会理事を充てる。（沓掛中学

校避難所は、自主防災会長の中から互選の上、決定する） 

 

３ 避難所運営班の各班長は、避難者の代表者（組長）によって構成される。班長は組長

の互選の上、決定する。 

 

４ 避難所運営班の各班は、班長の属する組の中から副班長を含めて３～５人程度の班員

を互選の上、構成する。 

 

５ 組長、副組長は避難者の区画場所に応じた避難者の代表者で、配給や当番などの業務

を行う。 

 

６ 組長、副組長は、適宜交代を行う。 

 

７ 避難所運営委員会は、避難所の運営に必要な事項を協議・決定し、相互の意見交換の

ために毎日定例会議を開催する。 
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避難所運営委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※各班の班員は、原則、班長の属する組の中から互選された人をもって構成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長・副会長 

避難所運営班 

施設管理者 

（教職員） 

行政担当者 

（市職員） 

食
料
班
長 

物
資
班
長 

救
護
班
長 

衛
生
班
長 

連
絡
・
広
報
班
長 

名
簿
班
長 

総
務
班
長 

選出 

避難所運営班の班長となる 

体育館区画場所の代表者（組長、副組長） 
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３－２－５ 避難所運営委員会の設立 

避難所 
区     分 

会長担当区 副会長担当区 

豊明小 
坂部区 

（全町内会） 

大脇区（大脇東・大脇西・大脇中） 

前後区（前後東・前後南・前後中） 

中央小 
中島区 

（全町内会） 

吉池区（全町内会） 

阿野区（全町内会） 

大久伝区（全町内会） 

三崎区（丸ノ内） 

沓掛小 

東沓掛区 

（若王子・薮田・

上高根・下高根） 

西沓掛区（全町内会） 

勅使台区（全町内会） 

栄小 
落合区 

（全町内会） 

桜ヶ丘区（全町内会） 桶狭間区（全町内会） 

前後区（前後中） 

二村台小 
二村台４区 

（全町内会） 

二村台５区（全町内会） 二村台６区（全町内会） 

二村台７区（全町内会） 

大宮小 
西区 

（全町内会） 

間米区（鶴根・榎山・西鶴根・榎山台） 

前後区（前後北・前後中・前後ニュータウン） 

共生交流プ

ラザ 

二村台１区 

（全町内会） 

二村台３区（全町内会） 

間米区（間米） 

三崎小 

三崎区 

（高鴨、三崎、社、

井ノ花、中ノ坪

南、中ノ坪北） 

ゆたか台区（全町内会） 

舘小 
舘区 

（全町内会） 
 

豊明中 
西川区 

（全町内会） 
二村台２区（全町内会） 

栄中 
大根区 

（全町内会） 

大脇区（内山南・内山北） 

桜ヶ丘区（桜ヶ丘北、桜ヶ丘西、桜ヶ丘上、桜ヶ丘南） 

沓掛中 
東沓掛区 

（小所・中川） 

浸水の恐れがあるため、風水害時は避難所として開設しな

い。風水害時は沓掛小学校を避難所とする。 

豊明高校 ※ ※ 

・会長担当区にあっては原則、区長、副区長、自主防災組織連合会理事をもって会長を

選出する。 

・会長担当区に会長選任者がいなければ、副会長担当区からの選出となる。 

・「自主防災組織設置届」にて、区・町内会が指定した避難所については、町内会を明記。 

※豊明高校避難所は、被災して使用できなくなった避難所の二次避難所及び帰宅困難者

等の避難所とし、会長・副会長は一次避難所の担当区（複数の場合は互選）とする。 
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３－２－６ 南海トラフ地震臨時情報発表時の対応 

「南海トラフ地震臨時情報（調査中・巨大地震警戒・巨大地震注意）」の発表に伴う本市の

防災対応については、国及び県の対応に準じて以下のとおりとする。 

 

 

 

＜参考 「南海トラフ地震に関連する情報」＞ 

 

「南海トラフ地震に関連する情報」は、以下の２種類の情報名で発表します。 

項目 対応 

情報の収集及び伝

達・連絡体制の整備 

適宜必要な情報の収集に努め、各関係機関等へ必要な情報を伝達す

る。 

 

市民への呼びかけ 

市民に対して、日頃からの備え（家具の固定、最寄りの避難所・避難

場所の確認、家族との安否確認手段の取決め、家庭における備蓄等）

の再確認を呼びかける。 

庁内会議の開催 情報共有を目的とする庁内会議（本部員会議）を開催する。 

施設の点検 
市の所管する施設のうち、防災上重要な施設や市民が利用する施設を

必要に応じて点検し、地震発生後の災害応急対策の確認等を行う。 

非常配備態勢 
気象庁から発表される臨時情報の内容及び国、県の対応状況等を踏ま

え、市災害対策本部の設置等必要な体制を執る。 

滞留旅客等に対する

措置 

滞留旅客等の保護等のため、避難所の設置や帰宅支援等必要な措置を

講ずる。 

その他 
上記のほか、市職員は「南海トラフ地震臨時情報発表時の職員防災対

応チェックリスト」に基づき各対応に当たる。 

情報名 情報発表条件 

南海トラフ地震臨

時情報 

○南海トラフ沿いで異常な現象が観測され、その現象が南海トラフ沿

いの大規模な地震と関連するかどうか調査を開始した場合、または

調査を継続している場合  

○観測された異常な現象の調査結果を発表する場合 

南海トラフ地震関連

解説情報 

○観測された異常な現象の調査結果を発表した後の状況の推移等を

発表する場合 

○「南海トラフ沿いの地震に関する評価検討会」の定例会合における

調査結果を発表する場合（ただし南海トラフ地震臨時情報を発表す

る場合を除く） 

※すでに必要な防災対応がとられている際は、調査を開始した旨や調

査結果を南海トラフ地震関連解説情報で発表する場合があります。 
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第４章 個々の業務の実施細則 

 

４－１ 個々の業務の実施細則 

 

◎避難所でのルール 

①コピーなどができない場合は、板書などの方法で「避難所でのルール」の内容の周知を

行う。 

②犬、猫などペット類は、ペット飼育場所以外には入れない。 

③施設内は、火気厳禁とする。 

 

◎避難者名簿の管理（名簿班） 

①避難者が退所する際には、退所日と転出先を、市職員に連絡することを伝える。 

②市職員は退所世帯の名簿にその内容を転記してもらう。 

③混乱していて名簿の所在が不明の場合は、付箋などに記入してもらい、あとで整理する

などの方法をとり、常に避難者の概数を把握できるようにする。 

 

◎避難所設置の周知・広報 

①屋外スピーカーなどを利用する。 

②使用できない場合は拡声器、メガホンなどを利用する。 

③広報文は、次の文例を参考とする。 

（１）「こちらは市災害対策本部です。」 

（２）「ただ今     において     地域の避難所を開設しました。」 

（３）「避難した方の受付を始めています。」 

（４）「避難する道が危険なことがありますから、十分注意して避難して下さい。」 

（以下繰り返し） 

 

◎避難者のとりまとめ 

①（避難者）組を編成する際は、町内会ごとにまとまったグループとすることが望ましい。 

②グループ内が高齢者だけになるような編成を避ける。 

③通勤者や旅行者など帰宅困難者は、地域の人とは別の組を編成する。 

 

◎備蓄食料・水の確保と配給 

①備蓄食料・水の確認を行う。 

②救援食料の必要数を把握し、市災害対策本部に要請する。 

③給水地点を確認し避難者の協力を得て飲料水を確保する。 

※飲料水としては一人当たり一日３リットルの水を目安とする。 

④全員に配給できるようになるまでは、食料を配給しない。ただし、高齢者、障がい者、

子ども等（要配慮者）についてはこの限りでない。 



 

[28] 

 

※食料としては、一人当たり一日２食を目安とする。 

⑤食料と水は（避難者）組ごとに配給する。その日時はあらかじめ決めておき、広報によ

って周知する。 

⑥避難者組ごとの配給以外に配給を求められた場合は、避難所運営委員会と協力した上で

判断する。 

⑦避難所以外の近隣の人にも等しく食料を配給する。 

 

◎遺体の一時受入れ 

①避難所には、遺体は受け入れないことを原則とするが、やむをえないときは、市職員、

学校職員、避難所運営委員会は協力して遺体の一時受け入れを行う。 

②遺体を受け入れる部屋は、避難者受け入れの部屋とは別とする。 

③遺体を受け入れた場合は、市側の責任者の派遣を要請する。 

④市の遺体担当者が未着の場合、死亡者の氏名、年齢、性別、住所、搬送者の氏名、搬送

時刻、遺体のあった場所、遺族の連絡先などのメモを遺体の上に置く。 

⑤遺体を収容した部屋には、遺体搬出後も避難者を入れないようにする。 

※身元不明の遺体が搬入されたときは、発見場所、発見時間、所持品等を整理しておく。 

 

◎秩序維持 

①腕章をして施設内の巡回を行う。 

②避難所内でのトラブルが発生したときは、速やかに対応する。その場合、次の点に注意

する。 

・自分から声をかける 

・相手の言い分をよく聞く 

・できること、できないことを明確にする 

③総務班は、避難所内の秩序を維持するため、夜間の巡回を行う。 

 

◎避難スペース 

①一人当たりの避難スペースは、荷物の増量などを勘案し、適切に公平に対処する。 

②緊急対応期の段階での就寝可能な占有が可能な面積は２㎡／人とする 

③介護が必要な要支援者のスペース規模は、受入れ配慮上の工夫を行うが、あるいは避難

者の状況に応じた必要な規模の確保に努めることとする 

 

◎電話の問合せ及び呼び出し 

①電話で問合せがあったときは、避難者の住所、氏名がまとめられた避難者名簿と照合す

る。 

②呼び出し担当者を設置し、問合せ電話の対応、避難者への伝言を担当する。 

③問合せ担当者は、次の要領で問合せに対応しながら、メモをとる。 

・誰を捜していますか。捜している人の住所と名前を教えてください。 

・ここでは、放送で呼び出して連絡を伝えるのみです。 

・あなたの連絡先と名前を教えて下さい。 
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・なお、呼び出しても連絡のない場合がありますが、それ以上の対応はできませんので理

解してください。 

④メモ紙などを利用し、受信日時、問合せのあった避難者の氏名と住所、問合せをしてき

た相手の氏名と連絡先を記載する。 

（１）メモの記載が終了したものから、呼び出し担当者にメモを渡す。 

（２）呼び出しが終了したら、メモの掲示板の「お問い合わせ」の欄に貼付する。 

（３）相手先に連絡した避難者は、メモを掲示板から除くこととする。 

 

◎マスコミ対応 

①取材の申し入れがあったときは、市災害対策本部へ対応を要請する。 

 

◎プライバシーの確保 

①避難者のプライバシー保護のため、更衣室あるいはスペースを確保し、張り紙などによ

り避難者へ周知する。 

②避難者以外は、原則として避難者が寝起きする部屋へは入れない。 

③避難所への来訪者は、連絡班の受付で避難者の呼び出しを依頼し、所定の来客場で面会

する。 

 

◎避難所運営における男女共同参画 

①東日本大震災において、衛生用品等の生活必需品が不足したり、授乳や着替えをするた

めの場所がなかったり、「女性だから」ということで当然のように食事準備や清掃等を割

り振られた避難所も見られた。このため、平常時か男女の別なく公平に作業を割り振る

など、関係者が理解しておくことが重要である。 

②開設当初から、授乳室や男女別のトイレ、物干し場、更衣室、休養スペースを設ける。

仮設トイレは、男性に比べて女性の方が混みやすいことから、女性用トイレの数を多め

にすることが望ましい。 

③避難所の管理責任者には、男女両方を配置する。 

④避難者による自治的な運営組織には、男女両方が参画するとともに、責任者や副責任者

等、役員のうち女性が少なくても３割以上は参画することを目標とする。 

⑤生理用品や下着等の女性用品については、女性の担当者から配布したり、女性専用スペ

ースや女性トイレに常備しておくなど、配布方法を工夫する。 

⑥生活環境の変化により、女性が様々な不安や悩み、ストレスを抱えることや、女性に対

する暴力等が懸念されることから、相談窓口や女性に対する暴力等の予防の方法につい

て周知する。 

⑦男性としての重圧や他人に弱音を吐くことを避ける傾向にある男性の精神面での孤立が

課題となってくることから、男性に対する相談体制を整備するとともに、相談窓口の周

知方法を工夫する。 
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４－２ 避難所でのルール 

施設内
し せ つ な い
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第５章 巻末資料 

（１）スーツケースの中身 

１ 携帯テレビ 

２ 豊明市避難所運営マニュアル 

３ 懐中電灯（ラジオ付） 

４ 災害時支援用バンダナ 

５ 筆記用具 

６ 軍手 

７ 腕章（避難所担当） 

８ メモ紙（封筒に入っている） 

９ 封筒 

１）避難所施設被害状況チェックリスト 様式１ 

２）避難所開設チェックリスト 様式２ 

３）地震発生後の避難所施設被害状況チェックリスト 様式３ 

４）避難所状況報告書〔初動期用〕 様式４－１ 

５）避難所状況報告書 様式４－２ 

６）避難所日誌 様式５ 

７）応急救護に関する様式 様式６ 

８）避難者名簿 様式７ 

９）物資依頼伝票 様式８ 

10）避難所用等物品受払簿 様式９ 

11）職員派遣依頼簿 様式１０ 

12）事務引継書 様式１１ 

13）食糧供給関係受信票 様式１２ 

14）避難所運営委員会等名簿 様式１４ 

15）避難所ペット登録台帳 様式１７ 

16）避難所ボランティア受付表 様式１９ 

17）エコノミークラス症候群を予防しましょう！ 様式２１ 

18）避難所でのルール 様式２２ 

１０ ピクトグラム 

１１ 絵カード 

１２ ワークライト 

１３ テーブルタップ 

 

（２）非常持出袋（避難所開設職員用）の中身 

１） ビブス 

２） ゴム手袋 

３） 電話番号表（防災行政無線及び庁内） 
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４） 懐中電灯 

５） 備蓄倉庫等の鍵 

６） 豊明市避難所運営マニュアル 

７） ヘッドライト 
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（３）避難所概要一覧 

 

 
施 設 名 

収容人数（人） 
面積（㎡） 

初動期 運営期 

1 豊明小学校（体育館） 485 323 971 

2 中央小学校（体育館） 485 323 971 

3 沓掛小学校（体育館）     550 367 1,101 

4 栄小学校（体育館）     485 323 971 

5 二村台小学校（体育館） 485 323 971 

6 大宮小学校（体育館） 484 323 969 

7 共生交流プラザ（体育館） 495 330 991 

8 三崎小学校（体育館） 485 323 971 

9 舘小学校（体育館） 494 329 988 

10 豊明中学校（体育館）    1,272 848 2,545 

11 栄中学校（体育館） 825  550 1,651 

12 沓掛中学校（体育館） 777 518 1,555 

13 豊明高校（体育館） 664 443 1329 

※ 初動期：２㎡／人、運営期：３㎡／人で算出。 

 

 

（福祉避難所の収容対象者・施設等） 

種 類 収容対象者 収容施設 備 考 

要配慮者 

専用避難所 

特に優先度の高

い要介護高齢者 

豊明苑、グループホームひびき

の家豊明、グループホームぴぃ

す、グループホームファミリア

おおくて、豊明老人保健施設、

豊明第２老人保健施設、ケアタ

ウン豊明、勅使苑、くつかけホ

ーム 

 

特に優先度の高

い障がい者 

メイツ、ゆたか苑  

要配慮者 

優先避難所 

優先度の高い要

介護高齢者 

福祉体育館、各保育園 要配慮者の家族

等によるケアが

可能な場合は、

家族等も同行と

する。 

乳幼児、妊産婦 

障がい者 

各保育園 
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【避難所の概要、位置図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊明小学校 

名　称 豊明小学校

所在地 阿野町茶屋浦29

電話番号 97-0111 FAX 97-0424

地震）一時避難場所・避難所

風水害）避難所

利用予定施設 グラウンド・屋内運動場

収容者数
（緊急）

337人
収容者数
（長期）

191人

災害危険性

【位置図】 種別

【対象区町内会】

対象災害
/避難所の
種類

避難所以外
の機能

-

-

坂部区（全町内会）
大脇区（大脇東・大脇西・大脇中）
前後区（前後東・前後南・前後中）

【概略図】

緊急避難場所・避難所 

485 人 323 人 

緊急避難場所・避難所 



 

[37] 

 

避難平面図・受入場所位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

屋内運動場（体育館） 

ペット飼育場所 

※ペット飼育場所について、施設が災害の被害により使用が困難な場合又は当該

飼育場所が避難所生活に影響を与える場合（匂い、騒音（鳴き声等）、アレルギ

ーなど）は、避難所運営委員会及び施設管理者で協議のうえ、施設内の別の場所

にペット飼育場所を設ける。 
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【避難所の概要、位置図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中央小学校 

名　称 中央小学校

所在地 新田町西筋38

電話番号 92-0312 FAX 92-9645

地震）一時避難場所・避難所

風水害）避難所

利用予定施設 グラウンド・屋内運動場

収容者数
（緊急）

342人
収容者数
（長期）

194人

災害危険性

【位置図】 種別

【対象区町内会】

対象災害
/避難所の
種類

避難所以外
の機能

-

浸水想定区域内、東海豪雨浸水域内

中島区（全町内会）
吉池区（全町内会）
阿野区（全町内会）
大久伝区（全町内会）

【概略図】

三崎区（丸ノ内） 

緊急避難場所・避難所 

緊急避難場所・避難所 

323 人 485 人 
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避難平面図・受入場所位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

屋内運動場（体育館） 

ペット飼育場所 

※ペット飼育場所について、施設が災害の被害により使用が困難な場合又は当該

飼育場所が避難所生活に影響を与える場合（匂い、騒音（鳴き声等）、アレルギ

ーなど）は、避難所運営委員会及び施設管理者で協議のうえ、施設内の別の場所

にペット飼育場所を設ける。 
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【避難所の概要、位置図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

沓掛小学校 

名　称 沓掛小学校

所在地 沓掛町一之御前16

電話番号 92-0743 FAX 92-6497

地震）一時避難場所・避難所

風水害）避難所

利用予定施設 グラウンド・屋内運動場

収容者数
（緊急）

345人
収容者数
（長期）

196人

災害危険性

【位置図】 種別

【対象区町内会】

対象災害
/避難所の
種類

避難所以外
の機能

-

-

東沓掛区（若王子・藪田・上高根・下高根）
西沓掛区（全町内会）
勅使台区（全町内会）

【概略図】

緊急避難場所・避難所 

緊急避難場所・避難所 

550 人 367 人 
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避難平面図・受入場所位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

屋内運動場（体育館） 

ペット飼育場所 

※ペット飼育場所について、施設が災害の被害により使用が困難な場合又は当該

飼育場所が避難所生活に影響を与える場合（匂い、騒音（鳴き声等）、アレルギ

ーなど）は、避難所運営委員会及び施設管理者で協議のうえ、施設内の別の場所

にペット飼育場所を設ける。 
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【避難所の概要、位置図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

栄小学校 

名　称 栄小学校

所在地 新栄町二丁目295

電話番号 97-5710 FAX 97-4843

地震）一時避難場所・避難所

風水害）避難所

利用予定施設 グラウンド・屋内運動場

収容者数

（緊急）
345人

収容者数

（長期）
196人

災害危険性

【位置図】 種別

【対象区町内会】

対象災害
/避難所の
種類

避難所以外
の機能

-

-

落合区（全町内会）
桜ケ丘区（全町内会）
桶狭間区（全町内会）
前後区（前後中）

【概略図】

緊急避難場所・避難所 

緊急避難場所・避難所 

485 人 323 人 
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避難平面図・受入場所位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

屋内運動場（体育館） 

ペット飼育場所 

※ペット飼育場所について、施設が災害の被害により使用が困難な場合又は当該

飼育場所が避難所生活に影響を与える場合（匂い、騒音（鳴き声等）、アレルギ

ーなど）は、避難所運営委員会及び施設管理者で協議のうえ、施設内の別の場所

にペット飼育場所を設ける。 
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【避難所の概要、位置図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名　称 双峰小学校

所在地 二村台７丁目3

電話番号 92-4821 FAX 92-8092

地震）一時避難場所・避難所

風水害）避難所

利用予定施設 グラウンド・屋内運動場

収容者数
（緊急） 330人

収容者数
（長期） 187人

災害危険性

【位置図】 種別

【対象区町内会】

対象災害
/避難所の
種類

避難所以外
の機能

-

-

二村台４区（全町内会）
二村台５区（全町内会）
二村台６区（全町内会）
二村台７区（全町内会）

【概略図】二村台小学校 

緊急避難場所・避難所 

緊急避難場所・避難所 

485 人 323 人 

二村台小学校 

二村台小学校 
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避難平面図・受入場所位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

屋内運動場（体育館） 

ペット飼育場所 

※ペット飼育場所について、施設が災害の被害により使用が困難な場合又は当該

飼育場所が避難所生活に影響を与える場合（匂い、騒音（鳴き声等）、アレルギ

ーなど）は、避難所運営委員会及び施設管理者で協議のうえ、施設内の別の場所

にペット飼育場所を設ける。 
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【避難所の概要、位置図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大宮小学校 

名　称 大宮小学校

所在地 前後町大狭間1475

電話番号 93-0911 FAX 93-1538

地震）一時避難場所・避難所

風水害）避難所

利用予定施設 グラウンド・屋内運動場

収容者数
（緊急）

345人
収容者数
（長期）

196人

災害危険性

【位置図】 種別

【対象区町内会】

対象災害
/避難所の
種類

避難所以外
の機能

-

-

西区（全町内会）
間米区（鶴根・榎山・西鶴根・榎山台）
前後区（前後北・前後中・前後ニュータウン）

【概略図】

緊急避難場所・避難所 

緊急避難場所・避難所 

484 人 323 人 
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避難平面図・受入場所位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

避難平面図・受入場所位置図 

 

 

 

 

 

屋内運動場（体育館） 

ペット飼育場所 

※ペット飼育場所について、施設が災害の被害により使用が困難な場合又は当該

飼育場所が避難所生活に影響を与える場合（匂い、騒音（鳴き声等）、アレルギ

ーなど）は、避難所運営委員会及び施設管理者で協議のうえ、施設内の別の場所

にペット飼育場所を設ける。 
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【避難所の概要、位置図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共生交流プラザ 

名　称 唐竹小学校

所在地 二村台１丁目27２７

電話番号 93-1212 FAX 93-1890

地震）一時避難場所・避難所

風水害）避難所

利用予定施設 グラウンド・屋内運動場

収容者数

（緊急）
345人

収容者数

（長期）
196人

災害危険性

【位置図】 種別

【対象区町内会】

対象災害
/避難所の
種類

避難所以外
の機能

-

-

二村台１区（全町内会）
二村台３区（全町内会）
間米区（間米）

【概略図】

緊急避難場所・避難所 

緊急避難場所・避難所 

495 人 330 人 

共生交流プラザ 

グラウンド 

駐車場 

共生交流プラザ 
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避難平面図・受入場所位置図 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ペット飼育場所について、施設が災害の被害により使用が困難な場合又は当該

飼育場所が避難所生活に影響を与える場合（匂い、騒音（鳴き声等）、アレルギ

ーなど）は、避難所運営委員会及び施設管理者で協議のうえ、施設内の別の場所

にペット飼育場所を設ける。 
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【避難所の概要、位置図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三崎小学校 

名　称 三崎小学校

所在地 三崎町三崎2-1

電話番号 93-5111 FAX 93-3596

地震）一時避難場所・避難所

風水害）避難所

利用予定施設 グラウンド・屋内運動場

収容者数
（緊急） 347人

収容者数
（長期） 197人

災害危険性

【位置図】 種別

【対象区町内会】

対象災害
/避難所の
種類

避難所以外
の機能

-

東海豪雨浸水

三崎区（全町内会）
ゆたか台区（全町内会）

【概略図】

緊急避難場所・避難所 

緊急避難場所・避難所 

485 人 323 人 

高鴨・三崎・社・井ノ花・中ノ坪南・中ノ坪北） 
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避難平面図・受入場所位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ペット飼育場所 

※ペット飼育場所について、施設が災害の被害により使用が困難な場合又は当該

飼育場所が避難所生活に影響を与える場合（匂い、騒音（鳴き声等）、アレルギ

ーなど）は、避難所運営委員会及び施設管理者で協議のうえ、施設内の別の場所

にペット飼育場所を設ける。 

屋内運動場（体育館） 
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【避難所の概要、位置図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

舘小学校 

名　称 舘小学校

所在地 栄町南舘3-758

電話番号 97-1235 FAX 97-4844

地震）一時避難場所・避難所

風水害）避難所

利用予定施設 グラウンド・屋内運動場

収容者数
（緊急）

345人
収容者数
（長期）

195人

災害危険性

【位置図】 種別

【対象区町内会】

対象災害
/避難所の
種類

避難所以外
の機能

-

-

舘区（全町内会）

【概略図】

緊急避難場所・避難所 

緊急避難場所・避難所 

494 人 329 人 
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避難平面図・受入場所位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

屋内運動場（体育館） 

ペット飼育場所 

※ペット飼育場所について、施設が災害の被害により使用が困難な場合又は当該

飼育場所が避難所生活に影響を与える場合（匂い、騒音（鳴き声等）、アレルギ

ーなど）は、避難所運営委員会及び施設管理者で協議のうえ、施設内の別の場所

にペット飼育場所を設ける。 
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【避難所の概要、位置図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊明中学校 

名　称 豊明中学校

所在地 西川町横井4-1

電話番号 92-1321 FAX   92-8079

地震）一時避難場所・避難所

風水害）避難所

利用予定施設 グラウンド・屋内運動場

収容者数
（緊急） 764人

収容者数
（長期） 433人

災害危険性

【位置図】 種別

【対象区町内会】

対象災害
/避難所の
種類

避難所以外
の機能

-

-

西川区（全町内会）
二村台２区（全町内会）

【概略図】

(観覧席、猫脚部を除く。 ) 

緊急避難場所・避難所 

緊急避難場所・避難所 

1,272 人 848 人 
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避難平面図・受入場所位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

屋内運動場（体育館） 

柔剣道場 

ペット飼育場所 

※ペット飼育場所について、施設が災害の被害により使用が困難な場合又は当該

飼育場所が避難所生活に影響を与える場合（匂い、騒音（鳴き声等）、アレルギ

ーなど）は、避難所運営委員会及び施設管理者で協議のうえ、施設内の別の場所

にペット飼育場所を設ける。 
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【避難所の概要、位置図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

栄中学校 

名　称 栄中学校

所在地 栄町殿ノ山50

電話番号 97-2648 FAX 97-4842

地震）一時避難場所・避難所

風水害）避難所

利用予定施設 グラウンド・屋内運動場

収容者数

（緊急）
769人

収容者数

（長期）
436人

災害危険性

【位置図】 種別

【対象区町内会】

大根区（全町内会）
大脇区（内山南・内山北）

-

対象災害
/避難所の
種類

避難所以外
の機能

-

【概略図】

桜ヶ丘区（桜ヶ丘北・桜ヶ丘西・桜ヶ丘上・桜ヶ丘南） 

緊急避難場所・避難所 

緊急避難場所・避難所 

825 人 550 人 
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避難平面図・受入場所位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

屋内運動場（体育館） 

柔剣道場 

ペット飼育場所 

※ペット飼育場所について、施設が災害の被害により使用が困難な場合又は当該

飼育場所が避難所生活に影響を与える場合（匂い、騒音（鳴き声等）、アレルギ

ーなど）は、避難所運営委員会及び施設管理者で協議のうえ、施設内の別の場所

にペット飼育場所を設ける。 
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【避難所の概要、位置図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

沓掛中学校 

名　称 沓掛中学校

所在地 沓掛町下山1

電話番号 93-3232 FAX 93-3976

地震）一時避難場所・避難所

利用予定施設 グラウンド・屋内運動場

収容者数

（緊急） 772人
収容者数

（長期） 437人

災害危険性

【位置図】 種別

【対象区町内会】

東沓掛区（小所・中川）

浸水想定区域内

対象災害
/避難所の
種類

避難所以外
の機能

-

【概略図】

緊急避難場所・避難所 

777 人 518 人 
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避難平面図・受入場所位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

武道場 

ペット飼育場所 

ペット飼育場所 

※ペット飼育場所について、施設が災害の被害により使用が困難な場合又は当該

飼育場所が避難所生活に影響を与える場合（匂い、騒音（鳴き声等）、アレルギ

ーなど）は、避難所運営委員会及び施設管理者で協議のうえ、施設内の別の場所

にペット飼育場所を設ける。 
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第６章 様 式 

 

 

 

 


